

















第 5 6 0 2 号
昭和 57 年 3 月 25 日
医学研究科生理系専攻



















ノール抽出法により DNA を抽出し，さらに塩化セシゥーム(らCl) 密度勾配遠心法によって精製した。
大核 DNA の性状は電子顕微鏡によって観察した。また. 5'-未満の塩基配列は Maxam-Gilbert
の方法に従って行った。
1 )スチロニキアの大核 DNA は. O. 5 kb~21kb の範囲のヘテロな二本鎖線状分子の集団として存在
してわり，その約90%は 5 kb以下の小さな分子で，その平均分子 size は約 3.4 kb であった。





子は，未端に同じ 5 I -C4A4C4A4C3-3 I の塩基配列を持っていることがわかった。
〔総括〕
1 )ほとんどすべての大核 DNA 分子の未端が同じ塩基配列を持っていたことから，この配列が，大
核発生の際の遺伝子の分断化の認識部位あるいは大核 DNA の複製に ÌJ'いて重要な機能を果たしでい
ることがiJミ唆された。

















て機能することを/式唆している。また ごれは，真核生物においても， DNA の特異的部位を認識し
切断する酵素が存在することをノjミ唆している。学位に値する重要な発見である。
* 1981年に追試された結果では，この近緑種の生物においても V 未端の塩基配列は 5 I -C4A4C4A4C4-3 I であること
が明らかにされた。
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